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昭和 36 年度 

岡山県畜産関係予算の概要 
岡山県畜産課 

 

 岡山県の畜産発展の基本ともいうべき昭和36年度

の県畜産関係の予算は、３月の県会で可決決定され、

今年もまた前年度を大きく上廻る大型予算となりま

した。その中には、草地改良造成関係のほか、畜産

基盤の整備に特に重点がおかれ、また新規事業もか

なりみられますが、これらの大要について県畜産課

から紹介してもらうことにしました。 

 

 本年度の畜産関係予算の総額は３億８千 443 万円

で前年度最終予算に比べ 135％の伸びとなっており

ます。 

 まずこの予算を大別しますと、第１に畜産物の生

産増強、第２に生産基盤の強化、第３に畜産物の消

費流通と、販売拡張の３つの項目に分類できます。 

 

１、畜産物生産増強 

 このための施策としては酪農、和牛、養鶏、養豚

等の振興事業がありますが、これについては現在か

ら将来へかけての畜産物需要増加の観点から、昭和

45 年を目標として家畜増殖計画を樹立し、現在の乳

牛２万２千頭を 14万６千頭に、和牛９万７千頭を 25

万７千頭に、養豚１万２千頭を 24万５千頭に、養鶏

200 万羽を 800 万羽と大巾に増殖することにしてお

ります。そこでこの計画を推進するためには種雄畜

対策がより重要なものとなって参りますが、本年度

は昨年よりさらにこれに力を入れ、乳牛、和牛、豚、

めん、山羊種雄畜の確保整備に努めることにしてい

ます。 

 項目別に述べますと、酪農関係は 5,170 万円で前

年度に引きつづき酪農経営改善地区を中心として生

乳品質の改善、産乳能力検定等を行ない、乳質の低

下による損失を防ぎ、飼養管理の改善、駄牛淘汰を

指導すると共に、簡易集乳所の設置を奨励し、酪農

経営の安定を図ることにしております。次に新らし

いこころみとして、現に酪農経営に従事する農村の

青尐年を実際に即して教育する目的で、酪農大学校

を３ヵ年計画で蒜山地区に建設することにしていま

す。この学校は指導者の養成機関ではなく、１年間

の教育期間を４ヵ月とし、３ヵ年間学ぶもので、い

わゆるパートタイム式で酪農をしながら教育を受け

る仕組のもので、各方面から早期実現に期待がかけ

られております。 

 また新規のものとして畜産主産地の形成事業があ

りますが、この事業は畜産経営の近代化を目的とし

て１戸当りの経営規模を拡大し、安定した主畜農家

の集団育成をはかり、畜産物の集団産地を形成する

もので、対象となる家畜は乳牛、和牛、豚、鶏等で

ありますが、一市町村を区域とし、共同畜舎、共同

放牧場、飼料の生産処理施設をはじめ集乳所、クー

ラースティション、集荷所等を設置することとなっ

ています。本年度は一応県内 17 の市町村を主産地と

して指定する予定ですが、最初は基礎調査と基本計

画を行ない、調査計画の完成した市町村は５ヵ年計

画で事業の実施に入ることになっております。又新

らしく酪農の経営技術センターを集約酪農地域内に

設置することにしています。 

 次に和牛、養鶏、養豚等の振興事業としては、1440

万円で先ず和牛については生産改良地区を指定して、

優良種雄牛の効率的利用による仔牛の増産を図ると

共に、優良系統牛の保留育成と、肉用素牛の増産育

成を奨励し、取引施設及び飼育施設の整備等を行な

うことにしております。特に和牛の経済的利用を促

進するため肥育事業をすすめ、３千頭の素牛導入を

行なうとともに肥育に必要な諸施設を充実したいと

考えています。又養豚については現在本県は全国水

準を大きく下廻る現状でありますが、近年豚肉の需
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要が急増していますので生産改良基地を設けて先進

県より優良種雄豚を導入し大増産をはかることにし

ております。 

 

２、生産基盤の強化 

 これには８千 706 万円を計上しております。この

事業は草地改良、牧野造成を行ない、自給飼料の増

産態勢を確立し、農業経営の安定合理化を図り、畜

産物の生産費を低減する、いわゆる畜産発展の基盤

を整備する事業であります。本県の牧野面積は５万

851 ヘクタールで、現在までに改良されました面積は

1884 ヘクタールでありますが、昭和 45年度を目標に

２万６千 215 ヘクタールの草地造成を推進すること

にしております。 

 本年度の実施面積は、集約牧野 450 ヘクタール、

改良牧野200ヘクタール、小規模草地22ヘクタール、

蒜山大規模草地 113 ヘクタールを予定しています。

またこの大規模草地により改良された牧野 100 ヘク

タールを利用し、蒜山地区に県営育成場を設ける予

定であります。なおこの牧野改良による飼料の増産

で、将来飼料の自給率は現在の 51％から 80％に引上

げることが出来ることとなります。 

 また新しい事業として飼料の協同化施設設置事業

がありますが、この事業は従来の麦作を飼料作物へ

転換し、自給飼料を協同化して増産することにより

農家個々の生産費の軽減を図り、経営の合理化を促

進することとし、カッター、刈取機、乾燥機等を設

置することにしております。その他草地管理用機械

の整備水田酪農モデル地区の設定牧草種子の確保等

を行ないたいと考えております。 

 

３、畜産物の消費流通と販路拡張 

 この施策のためには５千 600 万円を計上していま

すが、和牛、鶏卵、食鶏の販路拡張については前年

度に引続き市場調査、取引懇談会、鶏卵の品質、荷

造改善等を実施するとともに、県畜連及び県養鶏加

工連に呼びかけ、和牛及びブロイラーの消費普及、

販路拡張を図ることにしております。特に本年度は

食鶏及び鶏卵の集荷、規格統一を行なうため、鶏卵

集荷所をもうけて卵の自動選別機の設置を促進する

ことにしております。又産地家畜市場の再編整備事

業として模範家畜市場を育成するため、新規につな

ぎ場を増設するものに対して補助し、又食肉市場か

ら大消費地に食肉を出荷する団体に対して輸送用冷

蔵トラックを整備する計画であります。次に近年の

食肉需要の急増にともなってこれが処理施設の改善

整備が必要となり、昨年より県営の食肉市場を建設

することとなっていましたが、この程設計が完了し

ましたので、近く約１億円の経費をもって岡山市網

浜に着工の運であります。工事の完成は今年秋頃と

予定されていますが、完成の暁は、と畜、解体、冷

蔵と一環した近代的施設となり、従来の生体出荷を

効率のよい枝肉出荷にして、畜産農家の利益を高め

ることが出来るものと期待しています。又牛乳乳製

品の消費流通施策としては、前年度に引きつづいて

県内産の牛乳を学校給食に使用し、学童の体位向上

と酪農の安定を図ることとし、又乳製品の在庫調査

及び流通調査を行ない、牛乳、乳製品の需要調整と

流通の合理化を図ることにしています。また牛乳取

引の公正を期し、酪農の長期的安定を図るため、集

約酪農地域内で生産者より消費地にいたる直結した

取引の模範となる牛乳共販模範地区を設定すること

にしております。 

 さて以上が本年度の重点施策についての大要であ

りますが、このほか、家畜伝染病予防費をはじめと

する家畜衛生関係費として 1400 余万円、家畜保健衛

生所運営費 2500 余万円、の家畜試験場運営費 3600

余万円、畜産施設整備拡充費 1000 余万円を計上して

います。このように、畜産の諸施策は農業に於ける

中核として「農業所得の倍増は畜産から」という意

気の下に強く積極的にこれを推進して行きたいと考

えていますので、皆様の御協力と御援助をお願いす

る次第です。 
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